
○査証

○検査証明の提出（追加的防
疫措置⑤～⑦を誓約している
こと等の確認）

Immigration Services Agency of Japan
出入国在留管理庁

外 国

厚生労働省（検疫所） 出入国在留管理庁

外国人ビジネス

トラック（ＢＴ）

本邦入国後１４日以内であ
っても，あらかじめ申告のあ
った特定の場所を訪問する
などのビジネス活動が可能
（限定的な行動範囲の緩和
）

②出国前７２時間以内の検査に

よる新型コロナウイルスに関す

る検査証明取得（陰性の証明）

出国時，航空会社において検査証

明の所持を確認

③出国前１４日間の健康モニタ

リング

毎日検温を実施し，入国時に検疫

で申告（質問票）

外

国

か

ら

到

着

※ 空港検疫で「陽性」の場合
⇒入院又は療養施設へ

口頭審理

〈水際措置〉

① 質問票による健康状態，滞在歴等の確認

②抗原定量検査（又はＰＣＲ検査）の実施

※検査結果判明までは直行通過区域で待機

③入国後１４日間の自宅等待機及び公共交通

機関不使用の要請（誓約）

〈追加的防疫措置〉

④ 本邦活動計画書提出（ＢＴのみ）

⑤ LINE及び接触確認アプリのインストール

⑥ １４日間の位置情報の保存設定の確認

⑦ 民間医療保険への加入確認

⑧ 検査証明の確認

国際的な人の往来再開（上陸拒否対象国・地域からの入国時の防疫措置）

日 本

・外国人レジデンスト

ラック（RT）

・全世界からの新規入

国を可能にする措置

本邦入国後１４日間の自宅

又は宿泊施設での待機を前提

上陸申請

上陸許可

【入国後の１４日間】

① 公共交通機関不使用

②自宅等待機（BTでは行
動範囲を緩和）

③ 健康フォローアップ

④ 位置情報の保存

①在外公館で査証を取得

○受入企業・団体作成の誓約書

○本邦活動計画書（ＢＴのみ）

を提出

防疫事項に係る誓約

➊在外公館で査証を取得

➋出国前７２時間以内の検査による
新型コロナウイルスに関する検査
証明取得（陰性の証明）

・外国人再入国者

・個別事情による

新規入国者

【入国後の１４日間】

➊公共交通機関不使用

➋自宅等待機

➌健康フォローアップ

（※）外国人ビジネストラック（ＢＴ）・・・・・本邦入国後１４日間の自宅等待機中も行動範囲を限定した形でビジネス活動を可能とし，双方向の往来を可能とするスキーム。
外国人レジデンストラック（ＲＴ）・・・・本邦入国後１４日間の自宅等待機は維持しつつ，双方向の往来を可能とするスキーム。
（注）上記ＢＴ及びＲＴの運用を開始している１０か国・地域は，ベトナム，タイ，カンボジア，マレーシア，ミャンマー，ラオス，台湾，シンガポール，韓国，ブルネイ（シンガポール，韓国及
びベトナム以外はレジデンストラックのみ）であり，運用開始に向けて協議・調整中の６か国は，豪州，ニュージーランド，中国，香港，マカオ及びモンゴルである。

全世界からの新規入国を可能にする措置・・本年１０月１日から，全ての国・地域について，防疫措置を確約できる受入企業・団体がいることを条件に，本邦入国後１４日間の自宅等待機は維持しつつ，
新規入国が認められるスキーム。

〈上記の水際措置〉

（※）

（※）

（※）


